
 数Ⅰ 【データの分析】データの整理と代表値 

 

愛知県高等学校数学研究会 

数学科教育情報委員会 

2017 センター試験 数学Ⅰ・数学 A【２】の一部 

58 回のジャンプは 29 名の選手が 2回ずつ行ったものであ 

る。1回目の YX  （得点 X と得点Y の和）の値に対する 

ヒストグラムと 2回目の YX  の値に対するヒストグラム 

は図 2の A，Bのうちのいずれかである。また，1回目の 

YX  の値に対する箱ひげ図と 2回目の YX  の値に対す 

る箱ひげ図は図 3の a，bのうちのいずれかである。ただ 

し 1回目の YX  の最小値は 108.0 であった。 

 

 

 

 

 

 GeoGebra にはデータの分析分野で活用できる様々なツールが用意されている。特にデータの変化によ

るリアルタイムな描画ができる。上記の問題のようなヒストグラムと箱ひげ図の関係を学ぶことのでき

る教材を 2つ作成したので紹介する。 

 

【教材１：ヒストグラムと箱ひげ図の対応】 

 データを動かすことにより，ヒストグラムと箱ひげ図の変化を同時に観ることができる教材である。

データの散らばり具合によるヒストグラムや箱ひげ図の特徴を，自分の手でデータを動かして調べるこ

とができる。 

【教材２：ヒストグラムから正しい箱ひげ図を選ぼう！】 

ヒストグラムから正しい箱ひげ図を選ぶ問題が自動生成される教材である。データはランダムに作ら

れるので繰り返しの演習にも活用できる。 

 


